
『第５回バイクラブフォーラム in 群馬・前橋』へ矢部高校二輪車競技部が参加！！
　９月 16日（土）、群馬県で開催された経済産業省や地方公共団体、二輪車
関連業界団体が一堂に会し、バイクの将来像について議論し活動する「第５
回バイクラブフォーラム in 群馬・前橋（以下、「BLF」。）」に矢部高校二輪
車競技部の奈須雅幸君（３年・前部長）と藤岡真利阿さん（２年・部長）の
２名が参加してきました。
　今回はBLF を通じて、社会の一員として責任ある行動や自覚を更に持ち、
地域の交通安全推進と啓発活動を一層図るため、群馬県が高校生や若者に対
し、より効果的に交通事故防止を実現するために取り組んでいる内容を学ん
できました。
　なお、同部は本校生徒のみならず、他校生徒の安全運転講習会で指導を行うなど、地域に根ざした様々な交
通安全活動をしているほか、BLF にも毎年参加しており、熊本県では「二輪車を活用した高校生の交通安全教
育」の講演、兵庫県では「防災とバイク」のトークショーにおいて、熊本地震後のボランティア活動を紹介し、
矢部高校の PRに繋がる取組みも行っています。

　今回９月16日に行われたフォーラムに参加し
て私が学んだことは、熊本県は３ない運動がな

く、他の県には３ない運動があるということ、そして雑誌やバイクも見てはい
けない地域もあることを聞いてびっくりしました。３ない運動は「バイクの免
許を取らない、乗らない、買わない」の運動で、車社会の現代ではありえない
運動だと思います。
　私も原付通学をしていますが、原付がないと親に迷惑をかけてしまうし、バ
ス代も必要となり、勉強に充てる時間も短くなるため大変だと思います。私は
二輪部に入っていますが、二輪部である以上は特に周りに安全運転を教える立
場だと思います。そのためには、これからも二輪部から安全運転を心がけて、
安全運転の模範ライダーとなっていきたいと思います。

　今回、群馬県で開催されたフォーラムに行き、
高校生の交通安全について学んできました。そ

こで初めて知ったことは、全国では高校生をバイクに乗せない運動があるとい
うことでした。そして、群馬県は車の初心者運転事故が多く、当初は運転が下
手なのかと思いましたが、免許取りたての若者たちが交通マナーについて、理
解が不十分という話しを聞いて、驚くとともに学生時代からの交通安全教育は
必要だと思いました。
　私たちは２年生から原付バイクに乗り、交通教室や実技を二輪車競技部の監
督や警察の方々にご指導いただいていますが、矢部高校生はいい環境でバイク
に乗り、安全運転指導を受けていると思います。更には、地域の方々も協力し
てくださっていて、自分たちは色んな方々から支えてもらっていると実感しま
した。群馬県の取り組みや他県の行われている運動を知り、そして先進的な安
全運転指導を行っている矢部高校や地元の良さを知ることもでき、とても有意
義な２日間でした。須藤県議からも、近いうちに矢部高校に視察に来ると約束
していただきました。

　翌日は、バイクラブフェスタが前橋公園で開催されました。
　台風18号の影響で雨が降っていたにも関わらず、たくさ
んのお客さんが来場され、山都町・矢部高校のパネル展示も
あり質問や応援メッセージを頂いたり、多くの報道陣からも
取材を受けました。後日、雑誌等に掲載されるそうです。
■ Facebook@safetyridingteam

　群馬県は 1982 年以来、高校生の二輪車利用について「バイクの免許を取らない、乗らない、買わ
ない」という「三ない運動」を実施してきましたが、生涯を通じて車社会で生きていく力を養うため、

平成 26年 12月 15日の県議会で、この運動を見直す内容の「群馬県交通安全条例」が可決されました。
　こうしたことが行われた背景には、群馬県が 1990年以降、2012年までの 23年にわたり、都道府県別
の「初心運転者事故者率」で全国ワースト 1をほぼ連続で続けている実態があり、現在、群馬県では県全
体として交通安全対策を一層推進し、交通事故の減少に向けた取組の強化を図っています。
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『バイクラブフェスタ in 群馬・前橋』で
山都町・矢部高校をアピール！！
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